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今回は、認知症の方と介

護をする家族の葛藤を描い

た本を紹介します。

作品は、「老乱」久坂部

羊著（朝日新聞社）実際に

新聞に掲載された、認知症

の関係記事を織り交ぜなが

ら進む物語で、主人公は７

０代の一人暮らしの老人。

妻が亡くなってから、老い

や衰えを感じながら、離れ

て暮らす長男や嫁、長女に

なるべく迷惑をかけたくな

いという一心で日々を送っ

ている。しかし、老いは少

しずつ老人の記憶をむしば

んでいく。時おり様子を見

に来ていた息子たちも父親

の変化に気づき、「車で事

故をしたら、家が火事にな

ったら、社会に迷惑をかけ

るのではないか」「自分た

車
い
す
の
説
明
を
受
け
る
参
加
者

ちの責任になるのではない

か」と不安に駆られて車の

運転をやめさせ、病院にか

かり父親の自由を奪おうと

する。「これをしてはだめ

だ」と言われ続けたことで

自分は役に立たないだめな

人間だ、家族に迷惑をかけ

ていると次第につらいこと

や不安なことを誰にも言え

ず、周りに理解されること

なく、病状は進んでいく。

その後、介護保険を使う

ようになり、ケアマネ、施

設の入所、弱りゆく父親の

姿と、精神科医との出会い

を経て家族が介護していく

姿が描かれていきます。

作品の中で、精神科医が

『認知症の介護の一番の問

題は』と切り出し『介護が

うまくいかない最大の原因

は、ご家族が認知症を治し

たい。と思うことです』と

続けます。家族は病気であ

る認知症を治したいと思う

ため、薬を飲ませたり、認

知症に効く体操を教えたり

します。精神科医は、その

治したいという強い気持ち

は認知症を否定し、拒否す

る気持ちにつながってしま

う。それは当人にとっては、

自分自身を否定され拒絶さ

れているように受け取って

しまうことがあると語られ

ます。それを聞いた長男夫

婦は自分たちの介護は間違

っていたのではないか？父

につらい思いをさせたので

はないか？と思い、自宅で

の介護を始め物語は終わり

ます。
この物語は、認知症の方

の揺れる気持ちだけではな

く、日々起こる父親の変化

をどう受け止めていけばい

いのかという家族の悩みも

書かれています。専門職と

して、利用者様の声に耳を

傾け、思いを聞き取ること

の重要性と、家族が介護を

する上での葛藤や悩みも同

じように聞きながら支援が

できるようになりたいと考

えさせられる本との出会い

となりました。

☆ おせち料理のお届け ☆
町内の７５歳以上のお一人暮らしの方を対象に、共

同募金歳末たすけあい募金を利用して実施します。

１２月２８日（月）に配達させていただきます。

※民生児童委員会が希望の確認にお伺いします。

１０月２７日に中央公民
館で介護教室が開催され、
９名の方が参加しました。

介護教室は、介護者のみ
なさんが介護に関する知識
や技術の勉強会を行ったり、
介護者同士の交流を図るこ
とを目的として開催してい
ます。
今回は福祉用具を取り扱
う（有）ケアフィットの方
を講師に招き、『生活を支
える福祉用具を知ろう』と
いう内容でした。
まず初めに、介護保険や
用具のレンタルについてス
クリーンで説明していただ
きました。
次におむつフィッター（
おむつのアドバイザー）の
ビデオにより、どのように
あてたら漏れにくいか、ど
のようなサイズが最適かな

ど、同じおむつでも何通り

かの使い方を学びました。

最後に実際に福祉用具を
見て頂き、車いすや歩行器、
電動ベットの体験をして頂
きました。参加者の方は「
こんなにたくさん機能があ
る車いす初めて見た」「今
ではオシャレな介護用品も
あるんやな」など話されて
いました。
今後も介護する側される
側がお互いの心身の負担が
軽くなる様な介護について
学んで頂ける場となればと
思います。
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１１日 食事サービス

１５日 食事サービス

１７日 民生児童委員定例会

１８日 食事サービス

２２日 食事サービス

１日 民生委員、福祉推進員合同会議（内城田地区以外） ２４日 忘年会（老人デイサービス）

３日 町老連単位クラブ会長会議 ２５日 忘年会（老人デイサービス）

４日 民生委員、福祉推進員合同会議（内城田地区） 食事サービス

食事サービス ２８日 おせち料理配達

６日 度会町ボランティア連合会缶拾い

８日 食事サービス

１０月８日に小学６年生

を対象に度会小学校で福祉

体験教室を行いました。今

年度は、『耳が聞こえない

こととはどういうことか』

と『聞こえない人とのコミ

ュニケーション方法』につ

いて、三重県聴覚者障害者

協会の深川誠子さんにお話

ししていただきました。

初めに、実際に耳が聞こ

えないことにより、生活の

中で困ることや支援してほ

しいことを教えていただき

ました。

次にどのようにコミュニ

ケーションをとっていった

ら良いのかを、実際に手話

や身振り、空書き、口話を

皆で行いながら学びました。

空書きは、空中に文字を

書き、それを読みとり、会

話をします。口話は、口の

動きで何を話しているのか

を伝えます。「おはよう」

「大丈夫」「ありがとう」

などの手話も、練習し覚え

１０月２日（金）ボラン

ティアグループつくしの会

の方々によりれんげ草グラ

ウンドの草木の剪定作業を

して頂きました。毎年お世

話になっており、今年も早

朝より作業をして頂きまし

た。れんげ草にはキュウイ

フルーツやブドウが植えて

ありますが、棚が傷み傾き

せっかくの果実が収穫でき

１０月１４日に度会町介
護者の会リフレッシュ事業

で講師に村井朋子さんをお

招きし会員９名と『絵手紙

作り』を行いました。
栗やさつまいも、柿やど

んぐりなど季節を感じられ

るものを題材にじっくりと
観察しながらはがきに絵を

書きました。
まず墨で輪郭を描くので

すが、今回は筆を使わず割

りばしを使いました。輪郭
を描いた後、顔彩で色を塗

ります。皆さん送る相手を
想像し、思い思いの言葉を
手紙に込めてみえました。

参加者の方は「綺麗にか

けへんわ」「下手くそやわ」

「綺麗な色がでやん」と話

されていると先生は「下手

でいいですよ。すごく味が
あって素敵です。絵手紙を

お友達やご家族に是非出し
てくださいね」とにこやか

に話され、完成した絵手紙
に皆さん満足な様子で介護

の合間のほっとしたひとと

きとなりました。

ました。

手話や空書きを体験する

ことは、初めてだったとい

う児童もたくさんみえまし

たが、「先生に丁寧に教え

てもらって覚えることがで

きた」「先生の表現力が素

晴らしく、手話だけでは分

かりづらいところも身振り

などで理解することができ

た」との感想をいただきま

した。

＜その他の感想＞

●耳が聞こえない人と話す方法は、手話しかないと思っていたので、

様々な方法があると知ることができてよかった。

●耳が聞こえない人に会ったら自分のできる範囲の手話などで話し

たい。

●耳が聞こえないと生活に不自由が出て、思いどおりに生活できな

いと大変だと思った。でもそれに対応する便利な用具があること

を知り、考えた人はすごいなと思った。

空
書
き
を
す
る
児
童

ない状態になっていました。

今回はボランティアの方

々に棚を直してもらい新し

い苗木も植えて頂きました。

見違えるグラウンドや果物

棚を眺め、「庭が明るくな

った、気持ちが良い、きれ

いにしてもらってありがた

い」と利用者・職員感謝し

ています。

皆さんこのお花が何の花
かご存じですか？さつまい

もの花です。珍しい花を頂
いたのでデイサービスで飾

らせて頂きました。

利用者の方からも「これ
は珍しい！初めて見たわ」
「綺麗やなぁ」「朝顔みた
いな花やな」と皆さん大変

喜ばれていました。

講
師
の
先
生
の

話
を
聞
く
児
童

絵手紙を描く参加者


